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　言霊、つまり
言葉に魂がある
という考え方は
古来から日本に
もあります。万
葉集や平安時代
の和歌には呪術
的な意味があったといわれます。アイヌ語で言霊はま
さしく文字通りイタクラマッ（itak－言葉の ramat－
魂）です。アイヌ文化では、思いを乗せて言葉が発せ
られることにより、言葉が力を得て活動することにな
ると考えられています。人が言葉に感動するというの
は、イタクラマッが働くからだというわけです。神様
への祈りの言葉も同様で、人間が心を込めて述べるこ
とにより言霊が作用して、神も心を動かし祈りが聞き
届けられるそうです。そのためには短すぎては効果が
なく、祈りはある程度長くなくてはなりません。日本
では俳句や短歌、また行間を読む、という表現にみら
れるように、少ない言葉で多くを表すことが好まれる
傾向にありますが、アイヌ文化では、こと細かに具体
的な言葉にして述べるほうがよいとされます。例えば、
身内に災難や不幸があったりすると、人間の不注意も
あるかもしれないが、神の守りが不十分だったという
ことで、神様にも強く抗議して責任を問います。こう
いうところは「長いものには巻かれろ」とか「臭いも
のにはふた」というふうに、問題があっても曖昧にし
てしまう日本的発想とは全く異なっています。むしろ、
より具体的な表現を好む、狩猟民族が主流の欧米的言
語表現との共通点を感じます。日本人も縄文時代は狩
猟民族だったはずですが、集団で作業する必要がある
稲作が普及し、全体としてのまとまりを優先した結果、
個人の主張というものをしなくなってきたのかもしれ
ません。
　アイヌ式裁判のチャランケでも弁護人がどれだけ言
葉を駆使して説得力のある弁論ができるか、が勝敗を
決める重要な要因でした。

　昔のアイヌの
人々は、神に願い
や抗議を伝えるた
めイタクラマッを
巧みに使いこなし
ていたといわれま
す。アイヌの子ど

もたちは、大人が物語を語るのを自然に聞きおぼえて、
その奥ゆきや幅の広さ、節回し、起承転結などを学び、
まねして人に聞かせたりしていたそうです。その過程
で言語能力が磨かれ、今風にいうとプレゼンテーショ
ンの力が育まれたというわけです。子どもたちは、物
語を語るときにしか使われない雅

みやび

な表現、聴衆が納得
したり心を動かす表現や美しい言葉も実践をとおして
自然に身につけていきました。
　テレビもゲームもない時代、ユーカラ（英雄の物語）
は人々にとって大切な娯楽であり、明かりといえば囲

い

炉
ろ

裏
り

の炎だけの暗がりで、大人たちと一緒に、心躍る
話に耳を傾けながら神々や英雄の活躍を想像するの
は、子どもたちにとって楽しい時間であったに違いあ
りません。
　藤村先生のところでユーカラの勉強をさせていただ
いていたとき、テキストのなかに「部屋に飾られてい
る刀の金具がキラキラと光り」という表現がありまし
た。何故キラキラと光るのかについて、先生が囲炉裏
の炎の揺らめきが反射して光るのだとご説明くださっ
たことがあります。かつてその物語を聞いていた人々
が、ユーカラで語られる刀の煌

きら

めきをイメージしなが
ら楽しんでいた豊かな時間は、スイッチひとつで明か
りがつく私たちの生活では味わうことができない経験
だと思われます。プレゼンテーション能力についても、
日本はまだまだ世界に後れをとっています。物語を聞
くことにより、子どものころから言語能力に磨きをか
けるというアイヌ方式は、参考とすべきところが大き
いのではないでしょうか。
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